
第１会場　　《主ホール》❶　　 企画紹介

講演４
♡講師♡

柳田 邦男
やなぎだ くにお『「死後生」への私の気づき』

ノンフィクション作家。1936年生まれ。栃木県出身。

災害、事故、病気、戦争の中での現代人の「生と死」の問題を

テーマにドキュメンタリーな作品や評論を60年以上書き続けて

いる。主な著書に「がん回廊の朝」「『死の医学』への日記」

「新・がん50人の勇気」、最新作に「この国の危機管理失敗

の本質」など。1995年ノンフィクションジャンル確立への

貢献と「犠牲・わが息子脳死の11日」の執筆で第43回菊池寛賞

など受賞多数。

=== プロフィール ===　　　　　　　　　第２日目 1４:１0～１５：３０

講演３
♡講師♡

佐藤  健
さとう つよし

「新しいホスピスの街を目指して」

＝豊橋ホスピスを考える会30年の歩み＝

豊橋市出身。豊橋南高卒、名古屋大学医学部卒、医学博士、緩和医療

指導医。本大会大会長、生と死を考える会全国協議会副会長、

豊橋ホスピスを考える会会長、成田記念病院緩和ケア外科部長。

2005年NHO豊橋医療センター緩和ケア病棟開設に尽力、日本

有数のホスピスに育てた。2023年同院定年退職後、成田記念

病院に豊橋に二つ目のホスピスを創り、多くの患者のケアに

あたっている。著書「ホスピスという希望」「緩和ケアでがんと

共に生きる」「最期まで自分らしくあるために」。

=== プロフィール ===　　　　　　　　　第２日目 13:０0～１４：００

「人は、人生の苦労や悲しみと共に
講演１

♡講師♡

髙木 慶子

聖心女子大学文学部心理学科卒業。上智大学神学部修士課程修了。

博士（宗教文化）。現在、上智大学グリーフケア研究所名誉所長。

全人力を磨く研究所理事長、「生と死を考える会全国協議会」

会長。国土交通省「公共交通における事故被害者などへの支援

の在り方検討会」委員。国土交通省「被害者へのアドバイザー」

主な研究テーマ「スピリチュアルケアとグリーフケア」この

36年間にわたり、ターミナルケアとグリーフケアに携わっている。

著書　『グリーフケア・スピリチュアルケアに携わる人達へ」

（クリエイツかもがわ）『悲しんでいい』（NHK出版新書）など多数。

たかき よしこ

生きていく力を持っていることに気づきましょう」

=== プロフィール ===　　　　　　　　　第１日目 13:40～１４：３０

♡講師♡

関本 雅子
せきもと まさこ講演２ 「よく生きるためのACP」

略歴：1949年9月19日 神戸生まれ神戸育ち。 1968年 神戸女学院高等部卒業。

1974年 神戸大学医学部卒業。以後20年間、手術麻酔とペインクリニックに従事。

1994年 六甲病院緩和ケア病棟開設。医長就任。

2001年 神戸市灘区に在宅緩和ケアを主とした関本クリニック開設。

2023年 クリニックを継承し、かえでホームケアクリニックの顧問に就任。

資格：日本麻酔学会認定医。日本医師会認定産業医。介護支援専門員

資格取得。平成21年から平成31年 日本緩和医療学会認定指導医。

役職：兵庫医科大学非常勤講師。常磐大学非常勤講師。兵庫県がん

戦略部会委員。兵庫生と死を考える会副会長。神戸YWCA評議員。

著書：「あした死んでも後悔しないために、今やっておきたいこと」

PHP2014年「在宅ホスピスハンドブック」医薬ジャーナル2009年。

「総合診療専門医マニュアル」2017年（共著）。

関連著書：「ホスピスという選択」新潮文庫　野木裕子著。

「がんになった緩和ケア医が語る、残り2年の生き方、考え方」関本剛著。

=== プロフィール ===　　　　　　　　　第１日目 １４:５0～１６：００

♡演奏♡　豊橋吹奏楽団

こころに寄り添う音楽の力

豊橋吹奏楽団は「音楽を楽しみたい」という想い

のある仲間が集まり、2020年に創団しました。

中学生から社会人まで、幅広い年代の団員が所属し、

月に4回の練習を中心に活動しています。

本年から小中学生を対象とした豊橋吹奏楽団Jr.の

活動も開始しました。

音楽の技術向上を目指すとともに、地域文化の発展に

貢献できるよう、練習に励んでいます。

　当日は皆様のこころに響く音楽をお届けします！

第１日目 １６:１0～１７：３０

「おみおくり〜Sending off〜」

老いや病気で「家で亡くなる

こと」を選んだ人々と、

その家族に長期密着する

ドキュメンタリー映画です。

福島県・猪苗代町で在宅医療に

取り組む医師の視点で

“おくられる人”“おくる人”の

思いを丁寧に切り取ります。

今田 かおる今田 かおる
♡在宅緩和ケア医♡♡在宅緩和ケア医♡

日本映画祭ドキュメント部門

＝トーマス・アッシュ監督＝

映画

「観客賞」受賞作品(2019年ドイツ開催)

第２日目 　9:30～１1：3０

= ドキュメンタリー映画 =

階会場のご案内1
※主ホールは２階になります。
（駅からの直結通路は２階につながっています）❷
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